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要旨 

高齢者を支えるインフォーマルなソーシャルサポートのサポート源は高齢者がこれまでに何ら

かの関係性を育んできた身近な人々に焦点があてられて来たが、高齢者の外出時において初

対面の人（公共交通機関や商業施設、街路などに偶然  居合わせた見知らぬ人）の対応が高

齢者の安心感や快適さに及ぼす影響は大きく、不特定多数の人々にとって共通するサポート源

になり得ると考える。 

そこで本研究では従来のサポート源としての研究対象とはなっていない初対面の人に着目し、

高齢者の外出時における初対面の人による円滑で効果的なサポートについて検討を行うことを

目的とする。 

  一人で外出する機会のある 75 歳以上 80 歳未満の人 100 名（男女各 50 名）と 18 歳以 

上 25 歳未満の学生 100 名（男女各 50 名） 合計 200 名 を対象に web によるアンケート

調査を実施し分析を行った。 

調査の内容は、はじめに、老研式活動能力指標 13 項目を使用し、調査対象者（75 歳以上  

80 歳未満の人）に日常生活の基本動作の状況について確認した。  

次に、公共交通機関利用時、商業施設利用時、街路歩行時の３つの場面を想定し、各場面

における具体的なサポートの例を提示して必要度について５件法と自由回答法により回答を求

めた。 

更に自由回答法により実際にサポートを受けた経験で望ましい場合と、望ましくない場合につ

いて回答を求めた。 

調査対象者（18 歳以上  25 歳未満の学生）に対しては、調査対象者（75 歳以上  80 歳未

満の人）の質問に対応した同様の場面とサポートにおいて、実際に行う頻度について 5 件法に

より回答を求めた。 

次にサポートを行う際の判断について及びサポートを行った時の印象に残る出来事について

自由回答法により回答をもとめた。 

これらの調査より公共交通機関利用時において「座席をゆずられる」「ドア付近の手すりをゆ

ずられる」ことと、商業施設利用時において「取りにくい場所にある商品を取ってもらう」ことを男

性より女性の方が有意に多く必要としていた。 

学生のサポートの実行の有無については「エレベーター利用時のボタン操作などをする」「手

押し扉の開閉時に扉を開ける」「道案内をする」の３項目について女性の方が男性より有意に多

く行っているという結果を得た。 

また高齢者のサポートの必要の有無と学生のサポートの実行の有無の割合は公共交通機関

利用時に「遅延情報など聞こえにくい駅のアナウンスなどを伝えてもらう」ことと商業施設におい

ての「取りにくいものを取ってもらう」「荷物をつめたリュックを補助してもらう」の３項目を除く 19 項

目すべてにおいて高齢者がサポートの必要ありと回答した割合を学生がサポートを行っていると

回答した割合が上回る結果となった。 

自由回答の内容分析の結果では、高齢者の回答は公共交通機関では【身体的機能の低下

による困難が生じる】【特に不安を感じる場面がある】【公共交通マナー違反に困る】【サポートを

望まない気持ちがある】の 4 カテゴリー、商業施設では【目的場所がわかりにくい】【苦手な場所

がある】【視力低下により困難が生じる】【会計時の負荷がある】【支払方法の多様化により困難
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が生じる】【サポートを望まない気持ちがある】の 6カテゴリー、街路では【歩道でのマナー違反に

より困る】【横断歩道で不安を感じる】【サポートは不要である】の 3 カテゴリーが抽出された。 

手助けで助かったことや嬉しかった事に関しての回答は【困った時のサポートは必要である】

【親切で丁寧な対応がありがたい】【サポートは不要である】【サポートされた経験がない】の４カ

テゴリーが抽出され、かえって困ったことや、不快に感じた事に関しては、【席を譲られた時に複

雑な気持ちになる】【相手への気づかいによる葛藤が生じる】の 2 つのカテゴリーが抽出された。  

 学生がサポートを行う際の判断は【明確なサポートのニーズを察知する】【サポートが必要かど

うかを察する】【周囲の状況により判断する】【自分の状況により判断する】【サポートが必要ない

可能性を考える】【相手への気づかいをする】【断られた経験により影響を受ける】の 7 カテゴリー、 

 高齢者に席を譲った時や、何かのサポートを行った際に、特に印象に残った出来事に関して

は【感謝されることに感謝する】【断られた経験により変化する】【無意識にサポートする】の 3 カ

テゴリーが抽出された。 

これらの結果、学生が高齢者に対し、高齢者が必要としている以上にサポートを行っている可

能性が示唆された。高齢者にとって身体的な支障によるサポートのニーズはあるが公共交通機

関、商業施設、街路いずれの場面においても「サポートを望まない気持ち」が併存していること

が顕在化した。またサポートを望まない気持ちの中には、現在は健康であり、サポートの必要性

を実際に感じてはいないという意味のものもあった。「サポートを望まない気持ち」と「困った時の

サポート」の２つの視点から理解を深めることが必要であることが確認された。 
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